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別表　2-1　すべての化粧品に配合の制限がある成分

成分名 100g中の
最大配合量（g）

アラントインクロルヒドロキシアルミニウム 1.0
カンタリスチンキ、ショウキョウチンキ
またはトウガラシチンキ 合計量として 1.0

サリチル酸フェニル 1.0
ポリオキシエチレンラウリルエーテル（8～ 10E.O.） 2.0

別表2-2　化粧品の種類または使用目的により配合の制限がある成分

成分名 100g中の
最大配合量（g）

エアゾール剤
･ジルコニウム 配合不可

石けん、シャンプー等の直ちに洗い流す化粧品
･ チラム� 0.50

石けん、シャンプー等の直ちに洗い流す化粧品以外の化粧品
･ウンデシレン酸モノエタノールアミド� 配合不可

･チラム� 0.30
･ パラフェノールスルホン酸亜鉛� 2.0
･2-（2-ヒドロキシ -5-メチルフェニル）ベンゾトリアゾール� 7.0
･ラウロイルサルコシンナトリウム� 7.0
頭部、粘膜部または口腔内に使用される化粧品及びその他の部
位に使用される化粧品で脂肪族低級一価アルコール類を含有す
る化粧品（当該化粧品に配合された成分の溶解のみを目的とし
て当該アルコール類を含有するものを除く）
・��エストラジオール、エストロン、またはエチニルエストラ
ジオール

合計量として
20,000 国際単位

成分ガイド 第六版 訂正表

以下の成分の内容に間違いがありました。お詫びして訂正いたします。

それぞれの内容に差替をお願いいたします。（2018 年 12 月 1 日）

p.24  別表 2-2 化粧品の種類または使用目的により配合の制限がある成分　「合計量として
20000 国際単位」の成分名の青字部分

p.91 オキシベンゾン類
p.161　酸化鉄
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【用途】紫外線吸収剤（UVA）	

オキシベンゾン類	
【表示名称の代表例】オキシベンゾン -1、オキシベンゾン -2、オキシ
ベンゾン -3、オキシベンゾン -4、オキシベンゾン -5、オキシベンゾ
ン -6、オキシベンゾン -9

【基原・組成・性状】ベンゾフェノン構造を有する紫外線吸収剤です。
溶解性ではエタノールに溶けやすいもの（1, 2, 3, 4）や水に溶けやす
いもの（4, 5, 9）。吸収特性では UVA 吸収能に優れるもの（2, 3, 6）
や UVB 吸収能に勝れるもの（1, 3, 4）。さまざまな性質のものが開発
されています。 

【特性及び配合目的】紫外線を吸収して肌へのダメージを防ぎます。多
くの日焼け止め商品に使われており、日本では 1, 3 がよく使われてい
ます。特にオキシベンゾン -3 は使用実績も多く UVB から短波長
UVA まで比較的広い範囲の紫外線を吸収できるため特によく使われ
ています。 

 ポジティブリストに収載されているので、配合規制があります。

オクトクリレン	
【基原・組成・性状】液状の油性成分で日本で使用が許可されている紫
外線吸収剤のうちのひとつです。

【特性及び配合目的】特に紫外線 B 波の吸収性に優れています。

酸化亜鉛	
【基原・組成・性状】可溶性亜鉛溶液から合成する湿式方、あるいは亜
鉛鉱石から直積酸化して合成する乾式方により得られる白色の微細な
粉末です。酸化亜鉛に赤色の顔料である酸化鉄を微量配合したものは
カラミンと呼ばれます。 

【特性及び配合目的】肌への働きとして収れん効果と消炎効果があり、
カラミンローションやボディパウダーなどに使われています。また、
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【特性及び配合目的】金属光沢のあるタイプと金属光沢のないタイプが
あり、それぞれの特長を製品特性に合わせて使われています。	

酸化スズ	
【基原・組成・性状】パール顔料の製造過程で使われることが多い成分
です。

【特性及び配合目的】肌に悪影響がないので無理に取り除かずにそのま
ま原料の中に残っていることが多いのでこのようなパール顔料を配合
した化粧品では全成分リストに酸化スズが表示されます。化粧品とし
ては特に意味のある成分ではありません。

酸化鉄	

【旧称】　ベンガラ、黄酸化鉄、黒酸化鉄

【基原・組成・性状】ベンガラは、硫酸第一鉄を加熱分解などの行程を
行い精製して作られた、暗赤色～赤褐色粉末です。黄酸化鉄は、オキ
シ水酸化鉄を主成分とする黄色のフェリットイエローと、水酸化第二
鉄を主成分とする橙黄色のマルスイエローの両方を総称して黄酸化鉄
と呼んでいます。黄色～橙黄色の粉末で、粒子の大きさで色調が黄色
みが強くなるように変化します。黒酸化鉄は赤熱した鉄に水蒸気を作
用させて作る乾式法や、第一鉄塩にアルカリ処理などをして作る湿式
法で合成されている黒色の粉末です。	

【特性及び配合目的】ファンデーション、アイカラーなどのメイクアッ
プ製品に赤色、黄色、黒色の顔料として混合して様々な発色を目的に
使われています。安全性も化学的な安定性も高いので、メイクアップ
製品の有色顔料の基本構成をなしています。	

シリカ	

【別称】　含水シリカ　【旧称】　無水ケイ酸
【基原・組成・性状】天然からは石英、メノウ、ケイ藻土から得られ、
合成では乾式法や湿式法で作られている白色または、やや青味を帯び


